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◎二十歳のつどい、晴れやかに。
◎友好都市川越市との 50年
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新
た
な
決
意
を
胸
に

令
和
５
年
１
月
８
日
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、

棚
倉
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
が
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
成
人

式
か
ら
二
十
歳
の
つ
ど
い
へ
名
称
を
変
更
し
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
今
年
度
内
に
二
十
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
棚
倉
中
学
校
の
卒
業
生
を
は
じ
め
と

し
た
、
今
年
の
対
象
者
は
１
３
４
人
で
、
式
典
に
は
１
０

２
人
が
参
加
し
、
保
護
者
や
恩
師
と
と
も
に
新
た
な
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
華
や
か
な
振
り
袖
や
袴
、
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
「
久
し
ぶ
り
！
」
、

「
元
気
だ
っ
た
？
」
、
「
大
人
に
な
っ
た
ね
」
な
ど
と
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

厳
か
な
空
気
の
中
で
始
ま
っ
た
式
典
で
は
、
恩
師
や
来

賓
の
方
々
か
ら
、
祝
福
と
温
か
い
激
励
を
込
め
た
祝
辞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
困
難
な
状
況
で
も
た
く
ま
し
く
成
長

し
た
二
十
歳
の
皆
さ
ん
に
は
、
輝
か
し
い
未
来
が
待
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
保
護

者
へ
の
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
歩
む
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
邁
進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１月８日、真新しいスーツ
や色鮮やかな振り袖に彩ら
れた「棚倉町二十歳のつど
い」が祝福の中、盛大に行
われました。

二十歳のつどい、
晴れやかに。

1 2 代表で二十歳証
書を受け取る岩本侑馬
さん、小湊智恵美さん　
3 式典では来賓祝辞の
ほか、父母代表から、
はなむけのことばが贈
られました　 4 5 9
大人になった旧友との
一枚　 6 7久しぶりの
再会を喜ぶ参加者たち　
8 移動中もつきない話
題 に 旧 交 を 温 め る 姿　
13参加者全員での国歌
斉唱　10会場ロビーに設置されたフォトスポットでの記念
撮影　11二十歳のつどい実行委員の皆さん　12恩師を囲み
クラス単位での記念撮影　14お世話になった恩師との再会

二
十
歳
の
つ
ど
い
の
様
子
を

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
し
て
い
ま
す

令
和
５
年
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
様
子
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

　「私たちは、この棚倉町が推進してい
る“夢をつなぎより良く生きようとする
子どもの育成”を目的とするキャリア教
育が始動したときの小学６年生で、大き
な影響を受けました。私たちには、無限
の可能性があること。社会で働く人々は、
それぞれがその分野のスペシャリストで
あり、みな誇りを持って仕事をしている

こと。これらに気付けたからこそ今の私たちがいると思い
ます。この混乱した社会で誰かが道に迷ったとき、道を指
し示せる道しるべのような存在になれるように、毎日を生
きていこうと思います。」（一部抜粋）

二十歳代表  誓いのことば

棚倉町
二十歳の
つどい

YouTube

令和５年

甲賀　庸資さん
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棚
倉
町

二
十
歳
の
つ
ど
い

検
索
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▲たなちゃん像贈呈式

▲式典での植樹のようす

▲川越市から贈ら
　れたブロンズ像

　埼玉県川越市と友好都市盟約を締結したのは、昭和47年1月。両市町は50年間、
友好都市としての絆を深めてきました。
　これまでの川越市との交流の軌跡をご紹介します。

50
周
年
を
迎
え
て

友
好
都
市
提
携
50
周
年
を
迎
え
た

今
年
度
は
、
10
月
14
日
に
川
越
市
で

行
わ
れ
た
川
越
市
姉
妹
友
好
都
市
記

念
式
典
に
町
長
が
出
席
、
姉
妹
友
好

都
市
記
念
式
典
共
同
宣
言
へ
署
名
を

し
、
友
好
都
市
交
流
の
次
世
代
へ
の

継
承
や
、
さ
ら
な
る
友
好
親
善
と
相

互
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
再
宣

言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
30
日
に
は
、
川
越
市

市
制
施
行
一
〇
〇
周
年
記
念
と
し
て
、

川
越
市
の
初は
つ
か
り雁
公
園
内
で
植
樹
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
棚
倉
町

か
ら
寄
贈
し
た
三
春
滝
桜
の
子
孫
木

を
両
市
町
長
、
両
市
町
議
会
議
長
が

植
樹
し
、
こ
れ
か
ら
の
両
市
町
の
発

展
を
祈
念
し
ま
し
た
。

川
越
市
と

　
　
棚
倉
町
の
つ
な
が
り

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
今
か
ら

１
５
７
年
前
、
江
戸
時
代
の
慶

応
２
年
（
１
８
６
６
）
に
、
第

15
代
棚
倉
城
主
の
松ま
つ

平だ
い
ら

周す

防お
う
の

守か
み
康や
す
ひ
で英
公
が
、
川
越
藩
に
国
替

え
さ
れ
た
こ
と
が
縁
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
歴
史
的
な
つ
な

が
り
を
も
っ
て
、
昭
和
47
年
に

友
好
都
市
盟
約
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

川
越
市
と
の
交
流
は
、
昭
和

47
年
の
８
月
に
開
催
さ
れ
た

「
川
越
市
・
棚
倉
町
親
善
剣
道

交
歓
会
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
大
会
は

令
和
元
年
ま
で
48
年
間
、
１
年

も
休
む
こ
と
な
く
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
は
川

越
市
・
棚
倉
町
ゴ
ル
フ
交
流
大

会
が
、
平
成
23
年
か
ら
は
川
越

市
・
棚
倉
町
交
流
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
る

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交

流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
今
日
の

親
交
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

川
越
市
と
棚
倉
町
と
の
交
流
の
歴
史

Ｓ
47

友
好
都
市
盟
約
締
結

第
１
回
川
越
市
・
棚
倉
町
親
善

剣
道
交
歓
会
開
催

Ｓ
59

「
友
好
の
森
林
」
づ
く
り
協
定
調

印
式
と
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
る

Ｓ
63

第
１
回
川
越
産
業
博
覧
会
へ
の

　
　
　
参
加
・
出
展

Ｈ
６

民
間
団
体
主
催
の「
八
溝
探
勝
会
」

に
川
越
市
民
を
招
待

　
　
　
（
以
後
、「
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
事

業
」
と
し
て
、
交
互
に
市
町
民
を

ま
つ
り
等
に
招
待
す
る
な
ど
、
交

流
を
図
る
）

Ｈ
７

両
市
町
の
児
童
に
よ
る
相
互
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
事
業
始
ま
る

　
　
　
（
夏
季
は
棚
倉
町
、
冬
季
は
川
越

市
で
実
施
）

Ｈ
11

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」
締
結

Ｈ
13

第
１
回
川
越
市
・
棚
倉
町
ゴ
ル
フ

交
流
大
会
開
催

Ｈ
16

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
整
備
に

よ
り
町
の
中
心
部
に
川
越
市
の

「
時
の
鐘
」
を
模
し
た
「
時
の
鐘
」

を
建
設

川
越
市
と
保
養
施
設
契
約
を
締
結

（
川
越
市
民
の
保
養
施
設
と
し
て

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
を
指
定
）

Ｈ
23

第
１
回
川
越
市
・
棚
倉
町
交
流

　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

Ｒ
４

友
好
都
市
提
携
50
周
年
を
迎
え
る

川
越
市
か
ら
は
、
友
好
都
市

提
携
50
周
年
記
念
と
し
て
、
川

越
市
在
住
の
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ヤ
ジ
マ
キ
ミ

オ
さ
ん
が
制
作
し
た
「
た
な
ち

ゃ
ん
」
像
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
現
在
、
役
場
１
階
の

町
民
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
役
場
正
面
玄
関
入

口
に
は
、
昭
和
57
年
9
月
に
役

場
庁
舎
竣
工
記
念
と
し
て
川
越

市
か
ら
贈
ら
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像

も
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
50

年
に
わ
た
る
両
市
町
の
友
好
の

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
ご
覧
に
な

っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

友好都市川越市との50年
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これからの交流
昭
和
、
平
成
、
令
和

時
代
を
超
え
て
つ
な
ぐ
交
流

こ
の
50
年
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
行
っ
て
き
た
川
越
市
と
棚
倉
町
。

今
後
も
、
両
市
町
の
発
展
に
向
け

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
や
相

互
訪
問
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、

川
越
市
で
の
物
販
を
通
じ
た
町
特
産

品
の
魅
力
発
信
を
行
う
な
ど
、
長
き

に
わ
た
り
紡
い
で
き
た
友
好
都
市
の

交
流
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
き

ま
す
。
き
っ
と
新
し
い
活
力
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

川
越
市
は
、
埼
玉
県
の
中
央
部

よ
り
や
や
南
部
に
位
置
し
、
時
の

鐘
や
蔵
造
り
の
町
並
み
な
ど
歴
史

・
文
化
を
生
か
し
た
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
多
数
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
ま

た
、
10
月
に
行
わ
れ
る
川
越
ま
つ

り
は
、
３
７
０
年
の
時
代
を
越
え

て
受
け
継
が
れ
る
市
内
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
豪
華
絢
爛
な
山
車
が

曳
き
回
さ
れ
、
多
く
の
観
衆
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
川
越

市
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

広報で振り返る　これまでの軌跡

川
越
市
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

川
越
市

検
索

川越市
ホームページ

昭和47年 昭和57年 平成13年

平成28年平成27年 平成30年

川越市役所で調印式が行われ、加藤龍二川越市
長（右）と藤田芳之助町長（左）が友好都市盟
約書に署名しました。

平成18年

川越市の児童10名が来町。対面
式の後、ホームステイ先に移り、
蛍取りや川遊びを体験し、楽し
い夏休みを過ごしました。

平成24年

川越市マスコットキャラ
クター「ときも」が来町。

「ときも」と「たなちゃん」
との友好を深めました。

十
万
石
棚
倉
城
ま
つ
り
で
は
、
川
越
藩
行
列
保

存
会
に
よ
る
武
者
行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総合体育館で第11回川越市・棚倉町親善剣道
交歓会が行われ、川越市から78名の剣士が来
町しました。

棚倉田舎倶楽部で行われた、第1回川越市・棚
倉町ゴルフ交流大会。川越市長と棚倉町長の始
球式でスタートしました。

平成23年

棚倉町ふるさと体験交流事業として、
川越市へ棚倉町民13名が訪問。川越
まつりに参加するなど、川越市の歴史
文化に触れました。

川越市で蛍の研究・飼育に取り組んでいる芹
沢さん、渋谷さんから棚倉町商工会へ、蛍の
幼虫5,000匹が贈られました。

交流事業として、小江戸川越ハーフマラソン
2015に、町長や町駅伝チーム等20名ほどが
参加。江戸の風情を今も残す川越の街並みを
駆け抜けました。

平成16年

シンボルモニュメント「時の鐘」の竣工落成式
が行われました。
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■お問い合わせ・お申し込み
　保健福祉センター
　☎33－7801　FAX33－7820
（健康福祉課　健康づくり係・高齢者係）

　平成29年に行われた「食行動実態把握調査」の結果（表１）から、県南地域は、県全体と比
較してメタボリックシンドロームや生活習慣病になりやすい食行動が多いことが分かりました。
　生活習慣病を予防・改善するためにも４つのポイントを参考に、食べ方や調味の工夫をして
みましょう。

　町では、高血圧にかかる医療費が高額化
し治療者も多いことから、11月17日に「高
血圧予防教室」を開催しました。
　県南地域の食べ方の傾向も踏まえ、野菜
の摂取量や高血圧予防の効果についてクイ
ズ形式で考えたり、血圧を下げる効果が大
きい運動（ストレッチ体操）を実施しました。

出典：福島県　平成29年度減塩＆野菜を食べよう大作戦食行動実態把握調査

出典：福島県県南保健福祉事務所　健康増進課

幼児歯科クリニック
 実 施 日　２月14日㈫
 受付時間　午後１時～１時45分
 実施場所　保健福祉センター
 対 象 児　令和２年12月～令和３年２月生
 　　　　　令和２年６月～８月生
 持 ち 物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、
 　　　　　仕上げ用歯ブラシ、コップ、
 　　　　　フェイスタオル

皆様のご協力をお願いします。
～献血バスが来町します～

実施日 受付時間 実施場所

２月28日㈫

午前９時
～正午 高 田 産 商 ㈱

午後２時
～午後４時 棚 倉 町 商 工 会

食べ方や調味を工夫しましょう！

☆高血圧予防教室を開催しました☆

表１

４つのポイント

項　　　目 福島県 県南地域
間食回数が「１日２回以上」 37.5％ 51.6％
満腹になるまで食べることが「いつも」または「ほとんどいつも」 29.5％ 34.0％
麺の汁を飲む量が「全部飲む」または「半分くらい飲む」 45.2％ 52.9％
マヨネーズやケチャップを食べることが「毎日２回以上」、「毎日
１回」または「週４～ 6 回」 16.6％ 22.1％

１.ベジ・ファースト
　食事は、「野菜から」食べ
始めましょう。血糖値の急激
な上昇が抑えられ、生活習慣
病の予防・改善になります。

２.味つけは「ちょっとうす味」に
　味つけは「ちょっと薄い
かな？」でストップ！
旬の食材の味を楽しみ、
おいしく減塩しましょう。

３.盛りつけは、１人ずつ分けて
　大皿に盛りつけられた料
理は、誰がどれだけ食べた
か分かりづらく、食べ過ぎ
になりがちです。

４. よくかむことを意識しよう

　ゆっくり、よくかんで食べる
と満足感が得られます。

１人ずつ分けて

広報広報
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令和５年度「住民定期健康診査申込票」について

オミクロン株対応２価ワクチン未接種の方へ

～２月１日はフレイルの日です～

　国では、新型コロナワクチン接種を行う期間を、令和５年３月31日までとしています。
　令和４年秋から接種を開始したオミクロン株対応２価ワクチンは、従来型ワクチンの初回接種
（１・２回目）を完了し、一定期間が経過した12歳以上の方であれば、１人１回接種することができ
ます。
　重症化リスクの高い高齢者の方等はもとより、若い方も速やかな接種をご検討ください。
　接種を希望される方は、棚倉町新型コロナワクチン相談専用ダイヤルにお申し込みください。

　加齢により体や心のはたらき、社会的なつながり
が弱くなった状態をいいます。そのまま放置すると
要介護状態になる可能性もありますので早期の予防
が大切です。

　筋力向上のほか、食欲や心
の健康にも良い影響がありま
す。続けられるものや、家事、
庭仕事などもおすすめです。

　趣味や仕事、家族や友人と
のおしゃべりなど人と関わる
機会を持ちましょう。

　バランスの取れた食事を３
食欠かさずよくかんで食べま
しょう。
　食後や寝る前
の歯磨き、義歯
のお手入れ、舌
のケアも忘れず
にしましょう。

　運動、食事、社会参加の３つを意識して取り組んで行くことが大切です。

 住民健診実施期間　６月28日㈬～７月14日㈮（予定）

そ　　の　　他　住民健診の詳細が決まり次第、受診に関する案内を送付します。

棚倉町新型コロナワクチン相談専用ダイヤル

０１２０-５６７-５４２

保健福祉センターだより

フレイルとは？

フレイル予防・改善するために

運　　動 食　　事 社会参加

　令和５年度の住民健診（健康診査・がん検診）は下記の期間で実施する予定です。
住民健診受診の意思確認のための「申込票」を例年３月に全世帯へ送付していましたが、今

年度から申込票の送付は実施しません。

広報広報
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転
出
届
に
つ
い
て
は
、
2
月
6
日

か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
届
け
出
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
方
は
、
転
出
に
あ
た
り
役
場
へ
の

来
庁
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
電
子
証
明
書

が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
で
、
日
本
国
内
で
の
引

越
し
を
す
る
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
ご
自
身
単
身
で
の
引
越
し
の

ほ
か
、
ご
自
身
と
同
一
世
帯
員
、
ご

自
身
以
外
の
世
帯
員
の
引
越
し
で
も

利
用
可
能
で
す
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ

て
転
出
届
を
提
出
し
た
後
は
、
転
入

先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
等
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課

行
政
管
理
係

☎
33
│
２
１
１
１

民
生
委
員

〇
開
催
日

２
月
13
日
㈪

〇
時

間

午
前
９
時
〜
正
午

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日

２
月
16
日
㈭

〇
時

間
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
│
２
６
２
３

町
内
で
排
水
設
備
の
工
事
を
す
る

に
は
、
指
定
工
事
店
と
し
て
の
登
録

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
登
録
後
は
５

年
ご
と
に
更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
受
付
期
間
内
に
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
受
付
期
間

３
月
１
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈬

（
平
日
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課

下
水
道
係

33
│
２
１
１
９

お
知
ら
せ

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
２
月
17

日
㈮
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

○
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
８
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
７
期

納
期
限
は
２
月
28
日
㈫
で
す
。

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ

で
も
納
付
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

今
月
の
納
税
・
納
入

２
月
の
心
配
ご
と
相
談

引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス

検
索

デジタル庁
ホームページ

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
新
規

お
よ
び
更
新
登
録
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

転
出
届
を
提
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

♦
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

梶

春
江
さ
ん
（
再
任
）

委　
　

員　
　

長

高
橋

典
昭

委
員
長
職
務
代
理
者

須
藤

常
雄

委　
　
　
　
　
　
員

梶　
　
春
江

任
期

令
和
４
年
12
月
26
日
〜

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
12
月
25
日

委
員
構
成
（
敬
称
略
）

委
員
紹
介

広報広報
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・
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
袋
な
ど

を
用
意
し
、
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

・
公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
や
、

他
人
の
所
有
す
る
場
所
で
飼
い
犬
の

ふ
ん
を
放
置
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と
２
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
そ
の
ご
家
族

の
方
で
、
加
齢
や
病
気
な
ど
に
よ
り
運

転
を
続
け
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
安
全
運
転
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
が
あ
り
ま
す
。
「
若
い
頃
と
ち
ょ

っ
と
違
う
な
」
、
「
お
か
し
い
な
」
と

感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
安
全
運
転
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

「
♯
８
０
８
０
」

福
島
県
内
か
ら
の
電
話
は
、
福
島
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〇
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
平
日
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

家
庭
等
で
野
外
焼
却
を
す
る
こ
と
は

一
部
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
す
る
と
罰
則
の
対
象
（
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円
以
下

の
罰
金
）
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
法
人

等
の
場
合
も
厳
し
い
罰
則
（
３
億
円
以

下
の
罰
金
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
所
定
の

集
積
所
へ
出
す
か
、
東
白
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
東
白
衛
生
組
合
）
へ
直
接
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
全
国
一
斉

に
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時

２
月
15
日
㈬

午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

・
登
録
制
メ
ー
ル
へ
の
一
斉
配
信

・
防
災
行
政
用
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

犬
の
ふ
ん
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
ま
ず
は
相
談
を

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

インフォメーション

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

12月の
棚倉町の
交通事故
発生状況

人
身
事
故

１
件

死
者
数

０
人

傷
者
数

２
人

物
件
事
故

41
件

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

前
年
に
比
べ
、
令
和
４
年
中
の
町

内
の
人
身
事
故
は
減
少
し
、
物
件
事

故
は
増
加
し
ま
し
た
。
年
明
け
に
県

内
で
悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
が
起
き

た
ば
か
り
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
気

を
引
き
締
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
２
月
は
ス
リ
ッ
プ
事
故
に

注
意
が
必
要
で
す
。
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
行
動
し
、
「
急
」
の
付
く
運

転
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

広報広報
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○
日　
　
時

2
月
14
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時（
課
税
事
業
者
向
け
）

午
後
2
時
〜
3
時（
免
税
事
業
者
向
け
）

○
会　
　
場

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

○
申
込
期
限

2
月
8
日
㈬

説
明
会
終
了
後
、
希
望
者
の
方
に
登

録
申
請
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

白
河
税
務
署

法
人
課
税
部
門

☎
０
２
４
８
│
22
│
７
１
２
８

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
自
己
の

健
康
管
理
と
医
療
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、毎
年
１
回「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
診
療
分
の

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」は
、２
月
下
旬

か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
自
分
の
受
診
状
況

な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
お
知
ら
せ
は
、
県
内
全
域
に

順
次
発
送
す
る
た
め
、
個
別
の
発
送
に

は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
確
定
申
告
を
急

が
れ
る
場
合
は
、
領
収
書
に
よ
り
申
告

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
４
│
５
２
８
│
９
０
２
５

インフォメーション

軽
自
動
車
税
、
自
動
車
税
種
別
割
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
ま
た
は

使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

例
年
、
「
所
有
し
て
い
な
い
自
動
車

の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
」
、
「
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
軽
自

動
車
お
よ
び
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕

車
等
の
譲
渡
や
廃
車
、
死
亡
な
ど
に
よ

り
登
録
内
容
の
変
更
・
抹
消
等
が
あ
る

場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

■
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
０
５
０
│
５
５
４
０
│
２
０
１
６

■
自
動
車
税
種
別
割
納
税
通
知
書
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

☎
０
２
４
８
│
23
│
１
５
１
９

確
定
申
告
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

ご
自
宅
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
か
ら
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
に
も
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」

や
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

申
告
書
作
成
会
場
を
開
設
し
ま
す

申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
原
則
ご
自

分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
ご
自
分

で
申
告
書
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
期
間

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬

　
　
　
　
（
平
日
の
み
）

〇
会
場
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

軽
自
動
車
お
よ
び
自
動
車
等
の

各
種
変
更
手
続
き
は
お
早
め
に

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
医
療
費

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
庁

確
定
申
告

検
索

確定申告書等
作成コーナー

国税庁ホームページ
（タックスアンサー

ページ）

国税庁ホームページ
（チャトボットページ）

〇
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

〇
必
要
な
も
の

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
登
録
し
た
２
種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
）

・
利
用
者
識
別
番
号
（
パ
ス
ワ
ー
ド
）

〇
そ
の
他

混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場

に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

整
理
券
は
会
場
で
当
日
に
配
付
し
ま
す

が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
発
行
も
可

能
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

整
理
券
の
配
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

白
河
税
務
署

☎
０
２
４
８
│
22
│
７
１
１
１

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象

に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説
明
会
へ

の
参
加
に
は
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
申
込
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

インフォメーション

帯
所
得
が
４
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

で
あ
る
こ
と
。

・
補
助
申
請
日
に
夫
婦
で
町
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
。

・
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
等

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
補
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

・
町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

・
婚
姻
時
の
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方

の
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

〇
補
助
金
額

住
居
費
（
住
宅
の
購
入
費
、
リ
フ
ォ

ー
ム
費
用
、
賃
貸
物
件
の
賃
料
、
敷

金
、
礼
金
等
）
と
引
越
し
費
用
の
合

計
額
（
上
限
額
24
万
円
）

〇
申
請
期
限

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

〇
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
地
域
創
生
課
窓
口
に
準
備

し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

〇
そ
の
他

予
算
枠
、
添
付
書
類
等
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
で
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
、

受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
方
を
対

象
に
、
「
介
護
福
祉
士
」
の
国
家
資
格

取
得
と
介
護
業
界
へ
の
正
社
員
就
職
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
２
年
間
の

教
育
訓
練
を
委
託
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

〇
訓
練
期
間

令
和
５
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月

〇
訓
練
会
場

県
内
の
介
護
福
祉
士

　
　
　
　
　
　
養
成
施
設

〇
受
講
料

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
や
保
険

代
等
は
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。
）

〇
募
集
期
間

２
月
24
日
㈮
ま
で

〇
選
考
日

３
月
６
日
㈪

〇
そ
の
他

申
込
方
法
、
選
考
内
容

　
　
　
　
　
　
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
規
学
卒
で
未
就
職
の
方
、
学
卒
未

就
職
者
で
卒
業
後
１
年
以
上
経
過
し

て
い
な
い
方
は
応
募
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山

☎
０
２
４
│
９
４
４
│
１
６
６
３

事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日

時

２
月
23
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〇
会

場

白
河
商
工
会
議
所

〇
そ
の
他

申
告
な
ど
に
関
す
る
関
係

　
　
　
　
　
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

東
北
税
理
士
会

白
河
支
部

鈴
木
隆
司
税
理
士
事
務
所

☎
０
２
４
８
│
27
│
０
３
１
６

放
送
大
学
で
は
、
令
和
５
年
第
１
学

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
・
教

育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
ぶ
事
が
出
来
ま
す
。

〇
出
願
期
間

第
１
回

２
月
28
日
㈫
ま
で

第
２
回

３
月
14
日
㈫
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
│
９
２
１
│
７
４
７
１

申

請

期

限

　
　
　新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
農
家

の
方
を
対
象
に
、
水
稲
お
よ
び
水
稲
転

換
作
物
の
栽
培
に
か
か
る
肥
料
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
農
家
の
方
に
は
申
請
書
兼
請
求

書
等
を
１
月
中
に
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
申
請

期
限
ま
で
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
申
請
方
法
な
ど
ご
不
明
な
点
は
、
産
業

振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

農
林
係

☎
33
│
２
１
１
３

町
で
は
定
住
促
進
・
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
要
件
の
全
て
を
満
た
す

新
婚
世
帯
の
居
住
に
係
る
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

〇
補
助
対
象
要
件

・
令
和
４
年
１
月
１
日
〜
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、

受
理
さ
れ
た
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

・
直
近
の
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
世

対
象
農
家
の
み
な
さ
ま
へ

福
島
県
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

介
護
福
祉
士
養
成
科
の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

税
理
士
記
念
日

税
の
無
料
相
談
会

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

棚
倉
町
で
の
結
婚
を
応
援
し
ま
す
！

２
月
28
日
㈫
ま
で

広報広報
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東
日
本
大
震
災
や
令
和
４
年
福
島
県

沖
を
震
源
と
す
る
地
震
、
令
和
元
年
台

風
第
19
号
に
伴
う
災
害
等
に
よ
り
影
響

を
受
け
ら
れ
た
個
人
や
個
人
事
業
主
の

方
は
、
「
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
の

債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除
・

減
額
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
債
務
の
免
除
等
に
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
や
借
入
先
の
同
意
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

○
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
弁
護
士
等
の
登
録
支
援
専
門
家
に
よ

る
手
続
支
援
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

②
財
産
の
一
部
を
手
元
に
残
せ
ま
す
。

※
被
災
状
況
、
生
活
状
況
な
ど
の
個

別
事
情
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

③
債
務
整
理
を
し
た
こ
と
は
個
人
信
用

情
報
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
ロ
ー
ン
借
入
先
の
金
融

機
関
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
２
４
│
５
３
５
│
０
３
０
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
57
│
５
３
１
０

おはなしルーム
〇
日
時

３
月
３
日
㈮

午
前
11
時
〜

〇
対
象

ど
な
た
で
も

〇
内
容

〜
花
の
お
話
〜

　
　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

３
月
14
日
㈫

午
前
10
時
〜

〇
対
象

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

お
話
し
で
て
こ
〜
い

〇
そ
の
他

23
日
㈭
は
プ
チ
す
く
す
く

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

３
月

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
教
室
案
内

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

〇
日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

〇
日
時
２
月
２
日
㈭
・
16
日
㈭
・
３
月
２
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

〇
日
時

２
月
９
日
㈭
・
３
月
９
日
㈭

　
　
　
　
午
後
７
時
〜

〇
場
所

棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室

〇
日
時

毎
週
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
柔
剣
道
場

健
康
吹
矢
教
室

〇
日
時

毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
卓
球
場

エ
ア
ロ
ビ
＆
ヨ
ガ
教
室

〇
日
時

２
月
14
日
㈫
・
28
日
㈫

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜

〇
場
所

町
立
図
書
館

ゆ
っ
た
り
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

〇
日
時
２
月
９
日
㈭
・
16
日
㈭
・
３
月
９
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

〇
場
所

町
立
図
書
館
ほ
か

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

〇
日
時
２
月
７
日
㈫
・
21
日
㈫
・
３
月
７
日
㈫

　
　
　
　
午
後
７
時
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

ボ
ッ
チ
ャ
教
室

〇
日
時

２
月
25
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

卓

球

教

室

〇
日
時
２
月
４
日
㈯
・
18
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
卓
球
場

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
33
│
３
１
６
０

○
募
集
住
宅

小
山
下
南
団
地

３
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
昭
和
48
年
建
築

簡
易
耐
火
平
屋
）

棚
倉
字
小
山
下
34
番
地
3

愛
宕
平
団
地
（
３
号
棟
４
階
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
12
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

愛
宕
平
団
地
（
４
号
棟
２
階
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
12
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

※
駐
車
場
各
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

○
申
込
期
限

２
月
14
日
㈫

午
後
５
時
ま
で
【
期
日
厳
守
】

○
入
居
の
時
期

３
月
１
日
㈬

○
そ
の
他

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

整
備
課

都
市
計
画
係

☎
33
│
２
１
１
４

募
　
　
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

東
北
財
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

広報広報
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農業委員および農地利用最適化推進委員
を募集します

　町内における農地の利用等に関する様々な活動を行う委員を募集します。
　募集の概要については、下記のとおりです。

〇受付期間　　２月15日㈬～３月17日㈮　必着
　　　　　　　※午前８時30分～午後５時15分（平日のみ）

〇応募方法　　団体等による推薦、または自ら応募
　　　　　　　・応募資格等、詳しくは町ホームページの募集要項をご覧ください。
　　　　　　　・応募書類に必要事項を記入の上、農業委員会事務局へ提出してください。
　　　　　　　　（応募書類は農業委員会事務局で配布しているほか、町ホームページからもダウンロードできます。）

〇そ の 他　　受付期間の中間および期間終了後に、町ホームページで、推薦を受けた方および応募
　　　　　　　した方に関する情報を公表します。

■お問い合わせ・提出先　棚倉町農業委員会事務局（産業振興課内）　☎33-2113

農業委員 農地利用最適化推進委員

職務内容

農業委員会の総会で、農地の権利移動等
の許認可に関する審議、決定を行います。
また、農地の現地調査や担い手への農地
利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生
防止・解消等の現場活動等を農地利用最
適化推進委員と連携して行います。

 活動例　毎月定例の農業委員会への
 　　　　出席および農地パトロール等

農地の現地調査や担い手への農地利用の
集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・
解消等の現場活動等を農業委員と連携し
て行います。

 活動例　年数回の現地調査および
 　　　　農地パトロール等

任　　期 令和５年７月２０日から令和８年７月１９日（３年間）

募集人員 １５人 １４人

応募資格 認定農業者の方、または農業に関する識
見を有し、職務を遂行できる方。

農地等の最適な利用推進に熱意と識見を
有する方。

報 酬 等
２３０，０００円（年額）

　　　※役職で報酬額が変わります
　　　※他日当あり

１８０，０００円（年額）
　　　　　※他日当あり

13
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〇学童軟式野球全国大会
　棚倉キッズスポーツ少年団
〇東北高等学校駅伝競走大会

滝
たきふか

深心
み

咲
さき

さん（日大東北高校１年）
〇全国高等学校ダンスドリル冬季大会

金
かなざわ

澤釆
こと

胡
こ

さん（学法石川高校２年）

まちの話題

日

月1
15

　火災予防意識の向上、消防団の士気高揚を図るため、棚倉町消防団による出初式が行われました。式に先立
ち、全ての消防団員・車両によるパレードが行われ、統監である町長と消防団長を先頭に、修明高校から浅川
口交差点まで行進し、火災予防を呼びかけました。棚倉小学校校庭で行われた出初式では、消防団長による式
辞、統監訓示のあと、８人の退職団員への消防庁長官報償（銀杯）の伝達、２人の消防施設敷地協力者への感
謝状の贈呈があり、その後、観閲が行われました。消防団員は今年一年の無火災・無災害を誓いました。

　総合体育館において第30回棚倉町インドアホッケー大会が開催され、小学生男子の部に11チーム、小学生
女子の部に10チームが参加しました。町内の小学5・6年生で編成された各チームは、巧みなスティックさば
きとパスでボールを繋ぎ、ゴール前では激しい攻防を繰り広げました。会場では多くの保護者や教職員が拍手
で応援し、会場中が熱気に包まれました。熱戦の結果、小学生男子の部は「棚小ロールキャベツ軍」、小学生
女子の部は「棚小ラッキーガールス」が優勝しました。

▶  防火を誓い、気持ち新たに

▶ 寒さに負けない熱い戦い

　10月１日から12月31日までの期間で開催した、
わくわく！たなぐらスタンプラリーの抽選会が
役場正庁で行われました。応募総数は4,152通で、
厳正な抽選により、特賞から５等までの当選者が
決定しました。500名の当選者には順次、賞品が
発送されます。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

▲  当選者が決定しました

日

月1
20

日

月1
8

掲載した写真は差し上げます。
また、身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33-2112 Photos

　子どもセンターにおいて、国際的に活躍されてい
るプロマジシャン、Dr.レオンさんによるマジック
ショーが開催され、町内の小学生を中心に約50人
が観覧に訪れました。
　レオンさんが華麗なマジックを「コンプリート」
するたびに、拍手とともに「ブラボー！」と歓声が
沸き起こり、会場は大いに盛り上がりました。子ど
もたちはプロのマジックを間近で見ることができ、
冬休みのよい思い出になったと思います。

子どもセンター冬休みスペシャル ▶

日

月12
28

▲

Let’sたなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～
各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。

日

月12
21

　町と㈱シーズは、子ども育成事業協定を締結し
ました。
　この協定により、将来、町で学ぶ子どもたちが
持続可能な社会づくりのために必要な知識を身に
付けられるよう、㈱シーズの施設や設備、生産物
等を使って森林環境教室や食育教室などの事業を
実施することになります。　　
　締結式では、湯座町長、石井社長がそれぞれ協
定書に署名し、持続可能な社会実現へ向けた理念
の共有が図られました。

▲ 子ども育成事業における協定締結

〇全日本U-15フットサル選手権大会全国大会
松
まつした

下純
すみ

知
と

さん（棚倉中学校３年）、松
まつしたここ

下瑚さん（同校３年）
小
お

濵
ばま

楽
ら

歩
ゆむ

さん（同校３年）、宮
みやざき

﨑蒼
そ ら

來さん（同校２年）
髙
たかみや

宮良
りょう

太
た

さん（同校２年）
〇ＪＯＣジュニアオリンピックカップ全国都道府県対抗中学バレーボール大会

小
お

山
やま

田
だ

庄
しょう

吾
ご

さん（棚倉中学校３年）

▲滝深心咲さん ▲小山田庄吾さん
　（背番号６番）

▲棚倉キッズスポーツ少年団 ▲写真左から松下純知さん、
　髙宮良太さん、小濵楽歩さん、
　松下瑚さん
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マーク シャノン

Shrines and Temples on New Year’s
お正月の社寺

Do anything fun recently?

On New Year’s Day I went to 
Yatsuki Tsutsukowake Shrine to 
welcome in the New Year.

How was that? Was it crowded?

There were quite a few people 
there, so I had to wait in line to 
clap and pray at the shrine. Did 
you visit any shrines?

No, I didn’t. But I did ring the bell 
at Rengeji on New Year’s Eve to 
welcome the New Year.

It’s fun to visit Japanese shrines.

最近、何か面白いことあった？

元旦に新年を迎えるために八槻都々古別
神社に行ったよ。

どうだった？混んでた？

結構人が居て、お参りするために行列に
並んで待ったよ。
シャノンは初詣に行った？

初詣には行かなかったよ。でも、大晦日
に蓮家寺で新年を迎えるために
除夜の鐘をついたよ。

日本の神社を訪れるのは楽しいね。

Shannon：

Mark：

Shannon：

Mark：

Shannon：

Mark：

シャノン：

マーク：

シャノン：

マーク：

シャノン：

マーク：

※「おめでた｣・｢おくやみ」について、掲載を希望
されない場合は、地域創生課　企画調整係(☎33
－2112）までお申し出ください。

みんなのひろば

　二十歳を迎えられた皆さん、おめでとうございます。二十歳のつどいは、マスク着用の徹底といった基本的な感染対策を
とりながらの開催となりましたが、旧友と再会し晴れの日を迎えられたことは一生に一度の思い出になることと思います。
皆さんの晴れ姿を見て、私も元気をもらいました。撮影にご協力いただきありがとうございました。（佐藤）

編集後記

人の動き 令和５年１月１日現在
人口　13,277人（＋４人）　世帯数　5,110世帯（＋16世帯）　男性　6,557人（＋９人）　女性　6,720人（－５人）

おめでた（12月中の届け出） おくやみ （12月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所
松本トキ子 77 町 裏 甲賀　アサ 92 関 口
水野ヒサ子 86 水白田 先﨑　秀行 71 関 口
前田　一夫 82 水白田 金澤　德宜 83 仁公儀
金澤トミ子 89 中居野 原　　キヨ 92 一 色
矢吹　賢一 66 中居野 石井喜重郎 91 福 井
髙宮　春男 83 北 町 小山田多賀子 67 堤
笠原　重吉 91 北 町 武藤　文吾 94 小 爪
小池ミツヱ 98 舘ケ丘 木　利勝 70 富 岡

木　喜代 101 舘ケ丘 金澤　壽子 85 八 槻
吉田　隆子 89 古 町 菊池　勝彦 79 八 槻
佐々木美奈子 93 城 跡 和知　 乃 86 中山本
石井　和子 89 下 町 和知　庄壽 92 中山本
髙橋　正子 70 西中居 増子　マキ 90 中山本
筧　　貞子 93 関 口 松本　武利 64 下手沢

米寿を迎えました

両親の名 出生児 住   所
小林　祐介・　歩 李　斗（り　と）水白田

木　嘉人・梨江子 葉乃華（はのか）関　口
小林　嘉隆・千紗子 　楓　（かえで）一　色
近藤　　良・実　華 　成　（な　る）逆　川

長谷川ミヨ子さん
（町　裏）

昭和10年１月18日生

佐藤　芳男さん
（北　町）

昭和10年１月28日生

陣野　紀代さん
（下山本）

昭和10年１月18日生

鈴木　律子さん
（城　跡）

昭和10年１月３日生

小針　良夫さん
（関　口）

昭和10年１月19日生

小針タカ子さん
（関　口）

昭和10年１月10日生

大輪　　男さん
（関　口）

昭和10年１月20日生

飯島　富子さん
（町　裏）

昭和10年１月18日生

増田　アイさん
（南　町）

昭和10年１月23日生

　　　　人の動き　令和３年３月１日現在

人口  13,695人（－28人） 世帯数  5,094世帯（＋１世帯） 男性  6,7770人（－15人） 女性  6,925人（－13人）

棚倉町公式SNS
インスタグラム

【enjoy_tanagura_town】
フェイスブック

【棚倉町】
ツイッター

【たなちゃん(公式）
　　@LoveTanagura】

◆
氏
名
…
曲
山

誉
将
さ
ん

◆
住
所
…
仁
公
儀

◆
職
業
…
会
社
員

◆
趣
味
…
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

　
　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

こ
の
度
、
西
牧
駿
さ
ん
よ

り
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
ま
し

た
、
曲
山
誉
将
で
す
。

僕
は
四
季
を
感
じ
な
が
ら

遊
ぶ
の
と
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
好
き
で
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
登

山
や
キ
ャ
ン
プ
、
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な

ど
様
々
な
こ
と
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
最
近
本
気

で
頑
張
っ
て
い
る
の
が
、
世

界
最
大
の
障
害
物
レ
ー
ス
、

ス
パ
ル
タ
ン
レ
ー
ス
に
出
場

す
る
こ
と
で
す
。
写
真
は
、

昨
年
の
９
月
に
新
潟
の
ガ
ー

ラ
湯
沢
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ

た
レ
ー
ス
に
出
場
し
た
時
の

も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
ス
キ
ー

場
の
坂
を
20
㎞
走
り
な
が
ら

35
種
目
の
障
害
物
を
ク
リ
ア

し
て
い
く
レ
ー
ス
で
、
ゴ
ー

ル
直
前
は
火
の
上
を
飛
び
越

え
る
と
て
も
ク
レ
イ
ジ
ー
な

レ
ー
ス
で
す
。
こ
の
レ
ー
ス

に
出
場
し
た
こ
と
を
機
に
、

私
は
挑
戦
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
覚
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
レ
ー
ス
で
上
位
入
賞

す
る
と
、
ド
バ
イ
で
開
催
さ

れ
る
世
界
大
会
の
出
場
権
が

手
に
入
る
の
で
、
い
ず
れ
は

出
ら
れ
る
よ
う
日
々
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
次
な
る
挑
戦
は
、

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ア
イ
ア

ン
マ
ン
レ
ー
ス
で
す
。
こ
の

レ
ー
ス
は
、
ス
イ
ム
４・
２

㎞
、
バ
イ
ク
１
８
０
㎞
、
ラ

ン
42
㎞
の
鉄
人
レ
ー
ス
で
す
。

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
そ

う
な
の
で
、
こ
れ
に
向
け
て

も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

そ
ん
な
多
忙
な
毎
日
の
息

抜
き
が
、
旅
に
出
る
こ
と
で

す
。
体
力
や
行
動
力
の
あ
る

う
ち
に
、
日
本
や
世
界
の
美

し
い
景
色
や
建
物
、
文
化
や

歴
史
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
の
大
切
に
し
て
い
る

言
葉
の
一
つ
に
「
日に

ち
に
ち々

是こ
れ

好こ
う

日じ
つ

」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
毎
日
が
い
い
日

に
な
る
よ
う
に
し
な
さ
い
と

い
う
意
味
で
す
。
み
な
さ
ん

も
毎
日
が
い
い
日
に
な
る
よ

う
、
日
々
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

お
名
前

深
谷

寿
さ
ん

住

所

仁
公
儀

次
回
紹
介
者
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11月の健診で撮影させていただいた皆さんです。１月号、２月号、３月号の３回で紹介します。

編
集
•発
行
／
棚
倉
町
役
場
地
域
創
生
課

令
和
５
年
２
月
１
日
発
行

たなぐらスナップ ～だんごさし～

　だんごさしは小正月（１月15日）に行われる伝統行事で、豊作や無病息災などを願い、だんご
や米俵、鯛、大判小判などのふなせんべいをミズキの木に飾りつけます。町内では子どもたちが
健康などを願いながら、枝先に白やピンク、黄色など色とりどりのだんごを飾りつけ、日本の伝
統行事を楽しみました。

広
報

〒963－6192
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地

TEL 0247－
33－

2112　
FAX 0247－

33－
3715

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

U
RL
http://w

w
w
.tow

n.tanagura.fukushim
a.jp/

E-m
ailinfo@

tow
n.tanagura.fukushim

a.jp

●３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

む し 歯
の な い 子

ぼくは、むしばなん
てきらいだよ！！

いしい　そら くん
毎日歯みがきがん
ばっています。

あいかわ　つむぎ ちゃん

毎日歯みがき頑張っ
ています。

こんどう　まなと くん
毎日がんばって歯み
がきしています。

おおの　こうき くん
毎日泣かずに歯みがき
がんばってます。

こんどう　めい ちゃん
まいにちお姉ちゃんと
はみがき頑張ってるよ！

おやまだ　いちと くん

よく磨けました！

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
す
く
す
く
ル
ー
ム
）

棚
倉
保
育
園

社
川
幼
稚
園




